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【学校教育目標】 

知・徳・体のバランスの取れた人

間性豊かな生徒の育成 

【４つの伝統】 

あいさつ・歌声・清掃・ボランティア 

【目指す生徒像】 

☆思いやりのある生徒             

☆自ら学び、自ら考え、自ら行動する生徒  

☆やり遂げる力を持った、たくましい生徒    

☆自校を愛し、郷土を愛し、その発展に尽くす生徒 

２０２６年度の教育活動について 

校長 矢部智史 

 

麗らかな春の日差しが、季節の花をより一層引き立て、見るものすべてが輝きに満ち溢れ

ています。華やかさと生命の力強さを感じる中、新入生１２１名を迎え、全校生徒数３９９

名で令和８年度がスタートいたしました。節目となる８０回目の新年度を迎えるにあたり、

新たに着任した教職員も含め、教職員一同、気持ちを引き締めて教育活動に邁進いたします。

申し遅れましたが、私は本年度初雁中学校から本校へ異動してまいりました「矢部智史」と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、川越市では令和５年度から全小中学校に学校運営協議会 

が設立され、本校もコミュニティスクールとして新たな一歩を踏 

み出したわけですが、福原地区においては市内に先駆けて小中一 

貫教育の研究・推進が図られてまいりました。また、昔より地域 

に根付いた、わが母校として愛され続けている学校と聞いており 

ます。こうした背景を大切にし、私も学校・家庭・地域が連携、 

協働し地域とともにある学校づくりを目指してまいります。それと同時に保護者や地域の皆

様にますます愛される学校づくりを推進してまいります。今年度の学校経営等については、

学校運営協議会の承認を得て、実施する運びとなります。目指す学校像は、昨年度同様「生

徒が笑顔で登校し、意欲をもって学校生活が送れる学校」「一人一人の良さや可能性を確実

に伸ばす学校」としました。その目標を実現するためには「生徒一人ひとりのよさを認めて

いくこと」「生徒が学ぶ喜びを実感できる授業を展開すること」「厳しさの中にも温かみのあ

る指導をすること」「地域と共に生徒を育てること」が必要だと考えます。これらの目標を

具現化することによって、保護者や地域の方々から信頼される学校を築いてまいります。そ

の際、「学校教育の充実」「学校の組織力の向上」「安全・安心な学校づくり」の３つをチェ

ックポイントとし、学校経営・学校運営等を進めてまいります。 

 何卒、保護者や地域の皆様方にはご理解ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたしま 

す。  

令和８年４月８日（水） 
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